
い
な
い
年
金
が
あ
る
と
き
は
、
亡
く
な

っ
た
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺

族
の
方
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
で
き
る
遺
族
の
範
囲
・
順
位
は
、

死
亡
者
の
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・

祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
で
す
。

問
下
関
年
金
事
務
所（
☎
222－

５
５
８
７
）、

市
保
険
年
金
課 

（
☎
231－

１
９
３
１
）、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
希
望
の
場
合
は
送
付
し
ま
す
の

で
連
絡
を
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、

カ
ー
ド
の
提
示
に
よ
り
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
保
証
す

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
保
険
年
金
課（
☎
231－

１
６
６
８
）、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

希
望
す
る
方
は
認
定
申
請
を

対
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
昭
和
24
年
１

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
　
持
介
護

保
険
被
保
険
者
証

問
介
護
保
険
課（
☎
231－

３
１
８
４
）

年
金
の
種
類
に
よ
っ
て

手
続
き
の
窓
口
が
違
い
ま
す

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
次
の
３

種
類
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
各
種
別
の
窓

口
は
左
表
の
通
り
で
す
。

▽
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業
、
農
林

業
、
漁
業
、
学
生
な
ど
で
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方　

▽
第
２
号
被
保
険
者

＝
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
方　

▽
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２

号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

問
下
関
年
金
事
務
所（
☎
222－

５
５
８
７
）、

市
保
険
年
金
課（
☎
231－

１
９
３
１
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

特
定
健
診
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
〜
74
歳
の
方
が
対
象
で
す
。
平
成
25

年
度
に
す
で
に
受
診
し
た
方
、
国
保
人

間
ド
ッ
ク
を
利
用
し
た
方
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。
受
診
券
を
紛
失
し
た
方

は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で
連
絡
を
。
　

期
平
成
26
年
３
月
25
日（
火
）ま
で
　
料

40
歳
〜
64
歳
＝
１
８
０
０
円
、
65
歳
〜

74
歳
＝
１
４
０
０
円
　
申
市
内
の
協
力
医

療
機
関
へ
事
前
に
電
話
な
ど
で
確
認
を
。

問
保
険
年
金
課（
☎
231－

１
６
６
８
）

被
用
者
保
険
被
扶
養
者
の
国
保
加
入

　

こ
れ
ま
で
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
移

行
す
る
場
合
、
そ
の
方
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
は
、
他
の
被
用
者
保
険
の
被

保
険
者
や
被
扶
養
者
に
な
ら
な
い
限
り
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

資
格
喪
失
後
14
日
以
内
に
、
資
格
喪

失
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
保
険
年

金
課
、
各
総
合
支
所
、
本
庁
の
各
支
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課（
☎
231－

１
９
３
０
）、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

　

全
て
の
人
々
が
平
和
で
豊
か
な
社
会

を
実
現
す
る
に
は
、
自
分
の
人
権
だ
け

で
な
く
、
他
人
の
人
権
も
正
し
く
理
解

し
尊
重
し
合
う
と
と
も
に
、
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て

る
こ
と
の
大
切
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
常
設
人
権
相
談
所
＝
日
平
日
の
午
前

相
　
談

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
　
内
い
じ

め
、
虐
待
、
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守　

▽
相
談
先

＝
山
口
地
方
法
務
局
下
関
支
局（
竹
崎

町
四
丁
目
／
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０－

003－

110
）

●
啓
発
行
事
＝
日
12
月
４
日（
水
）午
後

３
時
〜
３
時
30
分
　
所
シ
ー
モ
ー
ル
下

関
前（
竹
崎
町
四
丁
目
）
　
内
啓
発
物
品

の
配
布

問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

 

（
☎
222－

０
８
２
７
）

勤
労
福
祉
会
館
の
出
張
労
働
相
談
会

　

当
館
専
属
の
相
談
員
が
、
労
働
災
害
、

職
業
性
疾
病
、
各
種
保
険
関
係
な
ど
の

助
言
を
し
ま
す
。
※
当
日
は
勤
労
福
祉

会
館
で
の
相
談
業
務
な
し

対
正
規
社
員
・
非
正
規
社
員
を
問
わ
ず

誰
で
も
　
日
12
月
14
日（
土
）午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

所
長
府
東
公
民
館

問
勤
労
福
祉
会
館（
☎
223－

２
１
７
１
）

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

●
豊
田
総
合
支
所
＝
日
12
月
20
日（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時
　
定
６
人（
先
着
順
）　

申
12
月
２
日
〜
20
日
に
、
電
話
で
豊
田

総
合
支
所（
☎
766－

２
０
７
９
）へ
。

●
市
民
相
談
所
＝
日
毎
週
月
・
木
曜
日　

定
12
人（
先
着
順
）　

※
職
員
に
よ
る
一

般
相
談
も
平
日（
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分
）に
実
施

▼
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
１

月
の
休
日
＝
６
日（
月
）

問
市
民
相
談
所（
☎
231－

３
７
３
０
）

●老齢年金を請求するとき
加入していた
年金制度 請求する年金 届出先

国民年金のみに
加入していた人 老齢基礎年金

第１号被保険者期
間のみの場合 市役所

第３号被保険者期
間を含む場合 年金事務所厚生年金に加入

していた人 老齢厚生年金

共済組合に加入
していた人 退職共済年金 各共済組合

※二つ以上の制度に加入していた方は、各届出先に問い合わせてください

●障害年金を請求するとき
初診日に加入し
ていた年金制度 請求する年金 届出先

国民年金 障害基礎年金

初診日が第１号被
保険者期間の場合 市役所

初診日が第３号被
保険者期間の場合 年金事務所

厚生年金 障害厚生年金
共済組合 障害共済年金 各共済組合

※初診日が20歳前の方の場合は問い合わせてください
※初診日とは、障害の原因となった病気やケガについて、初めて医師の診
療を受けた日

●年金受給者が亡くなった場合（死亡届・未支給請求）
受給していた年金の種類 届出先

老齢基礎年金 年金事務所老齢厚生年金・障害厚生年金・遺族厚生年金
障害基礎年金

市役所遺族基礎年金
寡婦年金

共済からの年金 各共済組合
※上記以外の年金か、二つ以上の年金を受給していた方の場合は、各届出
先に問い合わせてください

●第１号被保険者の独自の給付を請求するとき
独自給付の種類 届出先
寡婦年金 市役所死亡一時金

年金手続きの窓口

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成25年12月号15

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　

座

募　

集

保　

健

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　

談

お
知
ら
せ



ふ
ぐ
処
理
師
試
験

対
高
等
学
校
入
学
資
格
を
有
す
る
方
で
、

フ
グ
処
理
施
設
で
３
年
以
上
フ
グ
の
処

理
業
務
に
従
事
し
た
方　

※
従
事
内
容

に
よ
り
そ
の
他
条
件
有
り
　
日
▽
学
科

試
験
＝
２
月
12
日（
水
）　

▽
実
技
試
験

＝
３
月
12
日（
水
）
　
所
山
口
県
庁
職
員

ホ
ー
ル（
山
口
市
滝
町
）
　
料
１
万
520
円　

申
１
月
20
日（
月
）ま
で
に
、
必
要
書
類

と
受
験
料
を
添
え
て
、
生
活
衛
生
課
か
、

下
関
保
健
所
豊
浦
支
所
へ
。

問
生
活
衛
生
課（
☎
231－

１
９
３
６
）、
下

関
保
健
所
豊
浦
支
所（
☎
775－

３
０
０
０
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
予
防
強
化

期
間
で
す
！

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
少
量
の
ウ
イ
ル

ス
の
付
着
で
食
品
か
ら
人
、
人
か
ら
人

へ
感
染
が
広
が
り
ま
す
。

▽
予
防
の
基
本
は「
手
洗
い
」で
す
。
調

理
前
、
食
事
前
、
用
便
後
な
ど
石
け
ん

で
し
っ
か
り
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
▽

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
カ
キ
な
ど
の
二
枚

貝
の
内
臓
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
二
枚
貝

は
中
心
ま
で
十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
衛
生
課（
☎
231－

１
９
３
６
）

家
庭
児
童
相
談
室
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

子
育
て
や
家
庭
の
悩
み
を
、
専
門
の

相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

福
祉
・
医
療

緊
急
の
場
合
、
な
か
べ
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー「
紙
風
船
」（
☎
266－

１
９
３

５
）、
下
関
児
童
相
談
所（
☎
223－

３
１
９

１
）が
24
時
間
365
日
の
相
談
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

▽
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時　
▽
専
用
電
話
＝
☎
231－

１
９

８
０（
夜
間
・
休
日
は「
紙
風
船
」に
転
送
）

問
こ
ど
も
家
庭
課（
☎
231－

１
３
５
８
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
の
会

対
０
歳
〜
未
就
学
児
の
親
子
、
妊
婦
と

そ
の
夫　

※
対
象
児
以
外
の
子
ど
も
も

可
　
日
12
月
８
日（
日
）　

▽
第
１
部
＝

午
前
10
時
〜
11
時　

▽
第
２
部
＝
午
前

11
時
〜
正
午
　
所
ひ
か
り
童
夢
　
内
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、
月
齢
に

応
じ
た
絵
本
の
紹
介
な
ど　

※
全
体
へ

の
読
み
聞
か
せ
は
各
回
30
分

問
こ
ど
も
家
庭
課（
☎
231－

１
３
５
３
）

病
児
保
育

　

子
ど
も
が
病
気
の
時
に
、

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
理

由
で
、
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
場
合
、
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

連
続
の
利
用
は
原
則
７
日
以
内
で
す
。

対
０
歳
〜
小
学
３
年
生
の
病
気
の
子
ど

も
　
日
▽
平
日
＝
午
前
８
時
〜
午
後
６

時　

▽
土
曜
日
＝
午
前
８
時
〜
午
後
２

時　

※
日
曜
日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年

始
は
利
用
不
可
　
所
す
こ
や
か
ル
ー
ム

（
う
め
だ
小
児
科
／
☎
245－

５
６
９
１
）、

わ
か
ば
病
児
保
育
所（
昭
和
病
院
／
☎

233－

０
５
４
８
）、
お
ひ
さ
ま
キ
ッ
ズ
ハ

ウ
ス（
青
葉
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
☎
256－

２
８
６
５
）、
病
児
保
育
室
こ
こ
い
え

（
か
ね
は
ら
小
児
科
／
☎
250－

９
８
７
６
）　

料（
１
日
）▽
市
民
税
課
税
世
帯
…
２
０

０
０
円　

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
生

活
保
護
世
帯
…
１
０
０
０
円

問
こ
ど
も
家
庭
課（
☎
231－
１
３
５
３
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

１
冊
目
の
絵
本
は
保
健
師
や
助
産
師

な
ど
に
よ
る「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
」の
際
に
、
２
冊
目
は
１
歳
６
カ

月
児
健
康
診
査
の
会
場
で
渡
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
課（
☎
231－

１
３
５
３
）、

菊
川
図
書
館（
☎
287－

０
１
０
２
）、
豊
田

図
書
館（
☎
766－

３
４
３
２
）、
豊
浦
図
書

館（
☎
775－

４
１
８
０
）、豊
北
図
書
室（
☎

782－

１
７
１
８
）

乳
幼
児
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

対
義
務
教
育
就
学
前
乳
幼
児
に
要
し
た

医
療
費
の
う
ち
、
保
険
診
療
内
の
自
己

負
担
分
　
内
所
得
制
限
＝
乳
幼
児
の
父

母
の
平
成
25
年
度
市
町
村
民
税
所
得
割

額（
税
額
控
除
前
）の
合
計
が
13
万
６
７

０
０
円
以
下　

※
３
歳
未
満（
３
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
月
の
月
末
ま
で
）の

乳
幼
児
で
所
得
制
限
を
超
え
て
い
る
場

合
、
市
独
自
の
制
度
で
助
成
　
持
乳
幼

児
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
平
成
25
年

１
月
２
日
以
降
転
入
の
方
は
、
平
成
25

年
度
市
町
村
民
税
の
税
額
の
分
か
る
物

（
父
母
両
方
分
）
　
申
こ
ど
も
家
庭
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
支
所
へ
。

問
こ
ど
も
家
庭
課（
☎
231－

１
９
２
８
）

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
支
給

　

要
介
護
者
を
介
護
す
る

同
居
家
族
に
、
紙
お
む
つ

な
ど
を
現
物
支
給
し
ま
す
。

対
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
要
介
護

者
を
介
護
し
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
同
居
家
族　

▽
市
内
に
居
住
し
、

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
こ
と　

▽
要
介

護
３
・
４
・
５
で
あ
る
こ
と　

▽
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と　

※
要

介
護
３
の
場
合
は
、
平
成
25
年
４
月
１

日
以
降
に
合
計
３
万
円
を
超
え
る
介
護

用
品
を
購
入
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

領
収
書
を
添
付
し
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
を
経
由
し
て
申
請
を
　
内
▽
支

給
品
目
＝
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、

ゴ
ム
手
袋
、
お
尻
ふ
き
シ
ー
ト　

▽
支

給
限
度
＝
２
カ
月
に
つ
き
１
万
円
を
限

度
と
し
て
現
物
支
給　

▽
利
用
者
負
担

＝
支
給
に
要
す
る
費
用
の
１
割

問
い
き
い
き
支
援
課（
☎
231－

１
３
４
０
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

▽
菊
川（
☎
287－

４
０
０
３
）

　

▽
豊
田（
☎
766－

２
１
８
０
）

　

▽
豊
浦（
☎
772－

４
０
２
３
）

　

▽
豊
北（
☎
782－

１
９
２
２
）

年
金
受
給
権
者
が
死
亡
し
た
と
き
の

手
続
き

　

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
本
人
が
死

亡
す
る
と
な
く
な
り
ま
す
。
年
金
を
受

け
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、

「
死
亡
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出

が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
多
く
受
け
取
り

過
ぎ
て
、
後
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
方
が
ま
だ
受
け
取
っ
て

保
険
・
年
金

平成25年10月分からの
年金額が改定されました

　９月までの年金額は、平成12年度～
14年度にかけて、物価下落にもかか
わらず年金額を据え置いたことで、本
来の水準よりも2.5％高い水準（特例水
準）となっています。平成24年の法律
改正では、平成25年10月、26年４月、
27年４月と段階的に特例水準を解消
し、年金財政の改善や世代間の公平を
図ることになりました。このため、平
成25年10月分の年金額からは、９月
までの額に比べマイナス1.0％の改定
が行われました（平成26年４月にマイ
ナス1.0％、平成27年４月にマイナス
0.5％を予定）。改定後の年金額は年金
額改定通知書などにより通知されます。
問国民年金保険料専用ダイヤル（☎0570-
011-050）、下関年金事務所（☎222-
5587）、市保険年金課（☎231-1931）

平成25年12月号 14

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
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座

募　

集

保　

健

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　

談

お
知
ら
せ


